
















































onsite 1 ELPセンター 3月13日（月）－ 3月17日（金）
online 各自のパソコン 3月－ 8月（17週間）














































prior knowledge，scaffolding instruction，active learning （quiz），generation of short break，
improvement of talking speed and tone，higher-level questionなどの技法やアイディアを
授業運営に取り入れた。授業終了後に，アンケートを実施し学生からの授業評価を回





1 2 3 4 5
1 講義内容 つまらない ← 普通 → 興味深い
2 講義の理解度 全く理解できない ← 普通 → 良く理解できた
3 話すスピード 早い・遅い ← 普通 → ちょうど良い
4 スライド／プレゼン 分からない ← 普通 → 良く分かった





















年度 講義日 時間 内容
受講
登録者数
2016年度 11月11日（金） 3限 再生医学と細胞のがん化（日本語） 122名
11月14日（月） 1限 再生医学と細胞のがん化（英語）
2017年度 11月16日（木） 2限 再生医学と細胞のがん化（日本語） 125名
11月30日（木） 1限 再生医学と細胞のがん化（英語）
2018年度 10月 9日（火） 4限 幹細胞システム 1（日本語） 120名
10月19日（金） 2限 幹細胞システム 2（日本語）
10月23日（火） 4限 幹細胞システム 3（日本語）




























ﬁrst 30 seconds have the most impact, offer a roadmap, activating prior knowledge, applying 
activating prior knowledge, establishing objectives, building background, high level question, 












1 2 3 4 5
1 講師の英語力はどう感じた？ 下級 ← 普通 → 上級
2 英語での講義の理解度は？ 全く理解できない ← 普通 → 良く理解できた
3 英語のスピードは？ 早い・遅い ← 普通 → ちょうど良い
4 英語のスライド/配布資料は？ 分からない ← 普通 → 良く分かった


























































































































講師の英語力はどう感じた？ 3.64 3.71 3.55
英語での講義の理解度は？ 3.26 3.12 3.61
英語のスピードは？ 3.54 3.53 3.62
英語のスライド/配布資料は？ 3.42 3.23 3.63








意見の分類 2016年度 2017年度 2018年度
英語の講義に対して，好意的な意見 31人（30％） 33人（35％） 61人（61％）
前回（まで）が日本語の講義で良かった，という意見 28人（27％） 12人（12％） 6人（ 6％）
英語の講義に対して，否定的な意見 18人（17％） 32人（34％） 23人（23％）
英語の授業に対する一般的な感想 28人（26％） 18人（19％） 10人（10％）




































Issues and possibilities for giving a lecture in English
-Introduction of cases in School of Medicine-
Tadayuki Akagi
Abstract
　The Top Global University Project （Super Global Universities） is a project of the Ministry 
of Education, Culture, Sports, Science and Technology of Japan． Kanazawa University was 
selected as Type B （Global Traction Type） university on the project． As a part of the project, 
Kanazawa University has been aiming that 50％ of the bachelor lectures and 100％ of the 
graduate school lectures will be offered in English until 2023． In the present article, I report 
my attempt of a lecture in English in School of Medicine． Also, I introduce the evaluation 
and the voice from students on it． Based on the above, I discuss a future aspect of a lecture 
in English and issues surrounding it． These attempts revealed that “Students already 
understand the contents of a lecture in Japanese very well” should be required for giving a 
lecture in English.
